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は じ め に
今日,日 本の会計学界におけ る多 くの論者 の研究主題 は,日 本をは じめ とし
てアメリカ,西 ドイツ,イ ギ リス,そ してフ ランス等の主要な資本主義諸国に
おけ る会計の諸問題にむけ られてい る。そして,社 会主義諸国におけ る会計に
眼をむけて,そ れを研究主題にしてい る論者 の数は きわ めて少ない。 こうした
研究傾 向は,日 本 のみな らず主要な先進資本主義諸国の会計学界に もみられる
共通の現象であろ う。
しかし,先 進資本主義諸国 の会計学界では,近 年,自 国の社会体 制 と異なる
社会主義諸国の会計 の諸問題 を考察 しようとす る研究者 が,い まだその数は少
ないとはいえ,次 第にあ らわれは じめている。 イギ リスのバー ミンガ ム大学 に
おいて ソビエ ト会計を研究してい るD.T.Bailey氏はその代表者の一人 であ
ろう。
このたび,1978年か ら79年 にかけて,わ た くしはパ 一ーミンガム大学 に留学
する機会を えたので,イ ギ リスにおける ソビエ ト会計研究事情 について若干の
紹介をしてお きたい。
ω
バー ミンガム大学 の ソビエ ト会計研究を考察す る前に,ま ず,社 会主義会計
研究を生みだす にいた った土壌 ともい うべ き当大学 の会計学についてふれてお
かねばならない。
t〈'一'ミンガ ム大学(UniversityofBirmingham)は,イ ングラン ド中部の人 口
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約110万をか か えた 大産 業 都 市 であ るバ ー ミン ガムに あ る。 当大 学 は,1900年
に創 立 しω,学 生 数7,633人,教 員数1,002人(うち教授数164人)で,社 会,人
文,自 然 の 各学 部 か らな る総 合 大学 で あ る(2}。・
ノミー ミン ガ ム大 学 の会 計学 研 究 は,商 業 お よび社 会 科 学 学 部(Faculty・fC・-
mmerceandSocialScience)の申 の会 計学 部 門 です す め られ て い る。 会 計学 部
門 の長 はT.E.Gambling教授 であ り,そ の も と に8人 の ス タ ヅフが い て,
簿 記,財 務 会 計,管 理 会計 等 の講 義 を担 当 し てい る。 い ま,会 計 学 研 究 室 の あ
るMuirheadTowerにお い て,こ れ らス タ ヅフが,.講 義 とは別 の 目下研 究 を
、 お こな って い る主題 を し めせ ば,次 の よ うに な る(表参照)。
会計学部門のスタヅフ 研 究 主 題
Prof.T.EGamblingGeneralaccountingtheory;Account桓gresearchmeth・
odology・
、
Pro£」.M.Samuels Fi迦cialm孤agement
M島AαPi…}T・a・ ・f・p・・…g・ ・di・… 輌 ・lacc・・ ・…
Mr.C.P.RickwoodEc・n・mica8pec給び・fmanagem鋤acc・untingthe・ry
andthe・ry・f五na皿ce
Mr.D.T.Bailey Sovietaccounting
Mr.R.G.Wallace Financialaccounting
Mr.A.P.Thomas Behaviouralaspectsofaccounting
MLR.H.Jones Publicsectoraccounting
Mr.N.A.Hassan Distinctiveaccountingproblem80fmultinationaIcom・
panies;Accountingandhumaninformationprocessin9
この表か らわか るように{3),スタ ヅフは会計学界 で今 日関心 の的にな ってい
る主題 を究明 してい ることを知る こ・とが できょ う。 しか も,ろ タ ヅフのこれら
の研究成果を総 合して,と りわ け,資 本主義諸国 の会計は もちろんの こと社会
主義のもとでの会計をも比較研究しながら,会計方法論を展開し,会計理論を
考察してい るのがT.E.Gambling教授 である。 このため,教 授は ソビエ ト会
計 に とりわけ強い関心をしめしてお り,イギ リスでは比較的早 い時期 の1965年
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に ソビェ トを視察 し,帰 国後 ソビエ ト会計 の現状についての論 稿 を 発 表 し て
いるω。 また,教 授 の労作 「社会的会計学」 では,こ れ までの会計理論家は,
客観的 とされて いる会計技法 を多様な社会 の国民所得会計 システムに適用 しよ
うとして きたが,GNP等 の測定 と対比 させて,国 民 の福祉(welfare)を測定 し
比較す る試 みは なされていない とし,こ の測定技法を個 々の企業 レベル と全体
の社会 レベルでいか に適用す るかを,ミ ク ロ会計(Micro・Accounting)とマク ロ
会計(Macro・A㏄ounting)とにわけつつ,あ わせて ソビエ ト会計制度に も随所に
く
ふれなが ら追求 し,そ の会計 の形式 と組織 とを考察 して い る{5}。もっと も,教
授は科学的社会主義 とはか ならず し も いえない立場を とってい るけれ ども{6},
会計のあ り方を国民の福祉 の 測 定 に お きな が ら,資 本主義会計のみに限定せ
ず,好 む と好 まない とに関係な く現存す る社会主義会 計を も研究領域 にと りい
れて,広 い視点 か ら比較検討 し ようとす る学究姿勢 には感心 させ られ よう。 こ
うした研究を してい るT.E.Gambling教授 の もとで,D.T.Bailey氏は ソビ
エ ト会計を系統 的に究 明してい るのであ る。
バー ミンガム大学において ソビエ ト会計 を研究す るのに有利な研究環境は も
う一つあ る。そ れは当大学 にあ るロシアお よび東欧研究セソ ター(Russianand
EastEuropeanStudiesCenter)とアレクサン ダー ・バ イコフ図書館(Alexander
BaykovLibrary)の存在 であろ う。
まず,前 者のセ ソターの設立過程 をみ よ う{7)。バー ミンガ ム大学では,ロ シ
ア革命の年 であ る1917年からす でに ロシ ア語教育が開始 され,こ のロシア語
教員たちによって1921年に人文学 部(FacultyofArts)が設立 された。当学部
では ロシ ア語 と同時に,戦 時中にはポーラン ド語教育 もお こなわれた。 こ うし
た語学教育 の発達 を背景にしなが ら,1920年に ソビエ トをさ り,チ ェコスPヴ
ァキアをへて,1939年には イギ リスへわた って きてバー ミンガ ム大学で講義を
していたAlexanderBaykov教授{8jを中心 にした ソ連邦経済研究部門(Depart・
mentofEconomicInstitutlonsoftheUSSR)が,1947年に商業 お よび社会科学
学部の中に設置 された。そ して,1963年に教授が亡 くな ったあ と,当 部門は学
部から独立 して現在 の ロシアおよび東欧研究 センターに発展的に改組された の
84明 大 商 学 論 叢(178)
であ る。今 日,当 セソ ターでは,所 長 のR.W.Davies教授〔9似下25人 の研究
員が,大 学 の各学部 と密接 な連携 をた もちなが ら,ソ ビエ ト研究 とポー ラン ド
を中心にした東欧研究をしてお り,業 績をあげてい る働。
アレ クサン ダー ・バ イコフ図書館は,ロ シアお よび東欧研 究セン ターの ある
AshleyBuildingと呼 ばれ てい る建 物の中にあ り,図 書館 の設立 とセソ タ 一ー・の
発展に貢献 した故AlexanderBaykOv教授の名前 を館名にした図書館 であ る。
教授 の蔵書 とど もに,当 図書館には1976年5月現在 で,書 籍20,000部,パン
アレ ッ5to,OOOZZ,'定期刊行物6,000部,マイクロフイル ム850箱のy連 と東
ト
欧諸国め文献資料があ り,さ らに,約3,㎜ 部 の書籍 とパ ソ ラ レ ッ トが毎年補
充 されつつあ る臼。 会計学につい ての文献資料 もそれ に含 まれてい ることはい
うまで もない。D.T.Bailey氏は,'こうした セソターの研究員 との討 議を通 し
て,ま た,バ イコフ図書館 の文献資料を活用 しなが ら,ソ ビエ ト会計を組織 的
に究 明して い るのであ る。
'
(1}・た だ し,前 身 はMasonScienceCollegeとし て1880年 に 出 発 し,1898年 に}まMasonUni'
.versityCo量1egeと合 体 して 今 日 に い た ってy・る(CommonwealthU面versitie8YearbpOk.1975.
p.252.)o
{2)The'WorldOfLea宣Ding1留5-76.p.1358.
{3)こ の 表 は 筆 者 の も と め に応 じ てC.P.Rickwood氏が 書 い て くれ た も の で あ る 。
(4)T.且Gambling,AccountingandManagementintheSovietUnion.ACCOUNTANT,18
December1965,pp.801-805.
"'{5;T
.E.Gambling,SocietalAccountihg.1974.書名 が,SocialAcdo岨tirigでな く,S㏄ietal
Accouptingであ る こ とに 注 目 さ れ た い 。 な お,教 授 に は,本 書 の ほ か に,次 の 三 つ の 著 書 が あ
る。AOne-YearAecountingCoUtse(Partsland2).MOdernAccounting.1975.Beyondthe
Convention60fAccouhting.197&
⑥ た と え ば,教 授 は プ ロ レ タ リア 革 命 が 資 本 主 義 経 済 の 矛 盾 と い う病 気 を た だ ち に 克 服 す る とは
考 えな 、・立 場 を と って い る(T.E.Gambling,Marx,Medici鵬andAccounting・INFORMAL
DISCUSSiONPAPER,DEPARTMENTOFACCOUNTING,UNIVERSITYOFBIRM'
INGH・AM,March1978;p.1.)。こ うし た 立 場 に た た ざ る を え な い の は,今 日 の イ ギ リス に おけ
'・、る 社 会 経 済 的 条 件 ρ も とで は 無 理 か らぬ こ と で あ ろ う。
(7}'Th・R・ssi・n・PqEas・・E…peanH・ld・g・gf・h・U・ivers・…fBiFm・r・ 』ARead吐
(}uide.1976,p.1.
{8}:この 間 に 」'教授 ほ;"TheDh▼eldpme塾toftheSovietEcononticSystem.1946と,SoviCt
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ForeignTrade;1946の二 大 労 作 を 完 成 させ た 。 す で に 邦 訳 もあ る 前 者 の 著 書 は,豊 富 な 資 料 を
駆 使 し 膨 大 な 事 実 を 克 明 に 記 述 し た 実 証 主 義 と,明 確 な 評 価 を 下 す こ と を 回 避 し た 執 拗 な まで の
中 立 主 義 の 観 点 か ら の ソ ビ エ ト経 済 史 と し て,日 本 で も よ く知 られ て い る(野 々村 一 雄,岡 稔
共 訳,ソ ヴ ェ ー ト同 盟 の経 済 制 度,19M,;訳 序 参 照)。 、:
1(9)教授 に はE.H.Carrと の 次 の 共 著 が あ る 。FoundationsofaPlannedEconomy,1926-1929
(1).PenguinBooks,1974.
laoセ ン タ ー の 経 済 分 野 に お け る近 年 の 研 究 成 果 と し て は ,R.Amann,M.J.Berry,R.W.Davies,
Scienceand・Industryin.theU.S.S.R.UniversityofBirmingham.があ る 。 また,1978
年 秋9こは,ソ 連 邦 科 学 ア カ デ ミー 会 員N.P.Fedorenko氏(HeadoftheCentralEconomics・
Mathe血aticalinstituteoftheUSSRAbadendyofSciehce)が当 セ ン タ ー を 訪 問 し,10月19日
に は,「 国 民 経 済 の 計 画 化 と管 理 の 改 善 の諸 問 題 」 の セ ミナ ー が 開 催 さ れ て お り,ソ ビ エ トと の
学 術 交 流 も な され て い る。
働Th・Russi・n・ndE・ ・t・Eur。peanH・】di・g・・fthEU・i。・rsity・fBi・mi・gh・m.'ARead。r・s
Guide.1976,p.25.'"`
{2)
ところで,多 数の人 々がバー,ミンガム大学 における ソビエ ト会計研究を関知
'することにな
った一つの大 きな契機 は,当 大学 か ら の 「ソ ビエ ト会計通報」
〈SovietAccountingBulletin略してSAB)誌の発 行 で あ ろ う。:そこで,な に よ り
もまず,こ の雑誌 を若干紹介 しておきた い。
当雑誌は1973年春に創刊号を発刊し,各 号 ほぼ40頁 か ら な る季刊誌 であ
る。まず,創 刊号 の巻頭論文 でしめされてい るSABの 発刊理 由をみてみると
次 のよ うであ る。 ・
《過去55年 間に・、ソ連邦は世 界で第2位 の工業 国の地位 に ま で成長した・
このことは周知 の事実 であるが,し かし,こ の国 で採用 され ている会計実践
に ついてはほ とん ど知 られていないし,ま た,資 本主義世 界の工業国で利用
されてい る会計実践 と類似 してい るのかそれ とも異 なるのか,企 業管理に と
って のその意義は ど うか,経 済 の効率的機 能のため のそ の貢 献は どうか,に
つ いて もほ とん ど知 られ ていない。計画経済 の導入,企 業家 の追放が会計実
践 に どの よ うな影響をあたえた のか。 こ うした質問や これ に類似 した質問に
・は明確に答 えられない。解答 のための研究がないのであ る。
86明 大 商 学 論 叢(180)
ソ ビエ ト会 計についての英語 に よる研究は アメ リカでの2人 の学者の労作
にわず かにみ られ る。 イギ リスにはない。R.W.Campbe11の「ソビェ トの
計 画化 と管理 におけ る会計」(AccountinginSovietPlanningandManagement)
が1963年に公刊 され,最 近 では,B.Herowitzの「会計管理 と1966年の ソ
ビェ トの経済改革」(AccountingControlsandtheSovietEconomicReformsof
1966)が1970年に公刊 された。 もちろん,こ れ ら ソビエ ト工 業管理 の学者た
ちは,ソ ビエ ト会計 と企業に お け る会計主任 の役割を付随的に言及してい
る。 しか も,Campbe11がい うよ うに,「米国の よ うな国の会計 に有効に適用
され うるごとき概念及び技術を,ソ 連 の会計が発 達せしめたか ど うかの判定
は実際的な会計士 の手に ゆだね られな くてはならない」(PP・6-7,邦訳14頁)σ
「ソビエ ト会計通報」誌を通 して,読 者が ソビエ ト会計 の本質につ い て 多 少
な りとも推論 をえられれば幸い であ る。
「ソビエ ト会計通報」誌は,ソ ビエ ト工業を究明しているバー ミン ガム大
学 の ロシアお よび東欧研究 セン ター と異 な った社会環境 での会計実践を究明、
`してい る会計 部門に とってのお互いの利益 のために生れた。初期 の発行はソ
連 邦におけ る会計 の内容を宣伝す る意 味を もってい る。
計画経 済 の発展に おけ る会計 の役割,非 市場経済に おけ る会計 の意義につ
い そは,学 者 たちが関心 を もつ問題 であ る。 ソビエ ト企業 との増 大しつつあ
る経 営取 引の機会 に直面してい る ビジネスマソに とっては,ソ ビエ ト会計実
践 を少しで も知 ってい ることは取引をすすめ るにあた って有意義であ る。し
かし,イ ギ リスの文献には,ソ ビエ ト会計 についての探 究はほ とん どな く,
事実,そ の情報は ま った くない。 みた ところ,過 去20年 間に出版 された多
種類 の会計論文 で も研究 がなされ ていない。主要工業国 の会計実践 に とって
'
の この ような無関心 は職業団体 に も等 し ぐみ られ る。「ソ ビエ ト会計通報」
誌 は こ うした無視 を取 り除 く一 助 となる ように発刊され るω。》
以上 ゐ理 由か ら発行 されてい るSABで あ るが1次 に当雑誌の内容をみて
み よ う。
表紙を 開 くと,「社 会主義 は会計 である②」とい うレーニ ンの有名な言葉がま
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ず眼に とび こんで くる。 そ し て,SABは バー ミソガ ム大学 の ロシアお よび東
欧研究 セン ターとの協力の もとで,会 計学部門か ら発 刊された雑誌 であ り,そ
の編集責任者はD.T.Bailey氏であ ることが 明記している。そのあ と,バ ー ミ
ンガム大学の会計学は,西 欧諸国の会計は もちろんの こと,社 会経済体制 の異
なる社会 で採用 されてい る会計理論 を も研究 してい る,と い うT.E.Gambling
教授 の言葉 と,ロ シアおよび東欧研究 センターは,ロ シア研究の長い伝統 を基
礎にして,今 日では社会学,歴 史学,言 語学,文 学,そ して技 術学 の各部門に
またがる学際的研 究をすすめ てい る,と い うR.W.Davies教授の言葉 とが,
記載され てい る。
毎号のSABは 次 の よ うな四つ の編集方針 を採用 してい る。{1)ソ ビエ ト会
計についての適時な論稿,② ソビエ トで発行 されてい る会計専門誌 「簿記計
算」(ByxranTePCKmbyqeT)に発表 された論文 の うち か ら選定 された若干の論文
の紹介,{3}ロシ ア語 の ソビエ ト簿記会計用語 の英訳,(4)ソビエ トの 「簿記
計算」誌の各号め全論文 タイ トルの英訳 であ る。
こうした編集方針は ソビエ ト会計 の内容を伝達す る とい う当雑誌発行の主要
目的にそ った ものであ るが,そ の具体的な内容 は ソビェ トの 「簿記計算」誌を
主たる資料 として利用 してい る(3)。よって,SABは いわば ソビエ トの 「簿記計
算」誌 の英語版 ともい える雑 誌であ る。SABの さ きの{1)の内容については,
ソビエ ト会計を研 究してい る専門家 に と っ て は,き わあて興味あ る論稿であ
る。なぜ ならば,そ の内容 は,ソ ビエ トにおけ る会計実態 のたんな る紹介では
なく,イ ギ リスにおけ る ソビエ ト会 計にたいす る評論がしめ されているか らで
ある(4}。② か ら(4)にいた る内容は,ロ シ ア語 の ソビエ ト会計文献雑誌を直接
解読できる者に とっては,と くに注 目に値 いしない。 しかし,② の内容につい
ては,ソ ピェ トの 「簿記計算」誌上 の多 くの論文 のなかか ら,い かな る主題 の
論文を選定 して紹介 して い るかをみ ることに よって,イ ギ リスにおける ソビエ
ト会計への関心事を知 ることが できるとい う意 味では,興 味がある㈲。 また,
{3)と(4)の内容につ いては,ソ ビエ ト会計を これから研究 しよ うとす る初心者
にとっては便利 であるばか りでな く,ロ シ ア語の簿記会計用語の英訳は,と か
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く独特の意義をもっているソビエ トの簿記会計用語の概念をより深く理解する
ためには役立っ であろ う⑥。・
以上 の ような内容を もつSABは,お そら く,現 在 までの ところ資本主義の
もとで出版 されている ソピェ ト会計専門誌 の唯一 の定期刊行物 であろ う。'なお,
ソビエ トにおいて もこのSABの 発行は知 られ てお り,一 定の評価が あだえ ら
れ て い る(7)。
{1}WhySovietAccouBting?SOVIETACCOUNTINGBULLET!N,VoLI,No.1.Spring
1973,pp.1-2.
(2)B.M.JleHHH,nonHoeco6panhecoq阻eH曲.H3AaHHen肌oe.ToM35.'cTp.63.邦訳 「レー
、 ニソ 全 集 」26巻,302頁 。
.(3)周知 の よ うに,「 簿 記 計 算 」 誌 は ソ連 邦 財 務 省 の 機 関 が 発 行 し て い る ソ ビエ トに お け る会 計 の
理論と実務についての月刊誌である。当誌は1937年に発行され,第2次大戦中には編集の中断
を 一 時 余 儀 な くさ れ た が,1946年 か ら}ま再 発 行 され て 現 在 に い た って い る。 発 行 部 数 は,初 期 に
は1万 部 で あ った が,再 発 行 後 の1953年 確…は3万 部,.1956年に は5万 部 陥1960年代 初 頭 に は7
万 部,1966年 に は8万1,000tll,1973年に は13万 部 で あ っ た 。 そ し て,発 行 か ら40年 後 の
10r7年に は15倍 の15万3,000部 の 発 行 部 数 を もつ ま で に 成 長 し て い る 月 刊 誌 で あ る(H.P.
B甜uMaH,OT10000丑0153000sKdeMna月poB)KypHanae)KeMecfigHo.BYXrAJtTEPCK-
VaVayqET,No.12,1977r,cTp.51.-52.)。
{4}SABは1979年3月 現 在 まで に1973年 の 春 季 号(Vol.1,No.1)から1977年Q夏 季 号(Vol.
V,No.2)まで 発 行 され て い る 。 評 論 の 内 容 は 別 の 機 会 に 検 討 す る と し て,'い ま,こ れ ま で に 発
行 され たSABの な か か ら,評 論 の タ イ トル の ご く一 部 を 掲 出 す れ ば 次 の よ うで あ る 。
WhatisSgvietAccountlng?(VoLI,No.1).,TheTekhpromfinplan-anIntroduction(Vol.
1,No.2),Ru§sianBooksonAccountingPriorto1917(Vol.1,No.4),S.A.B.-OneYear
old(Vol.LNd1),Acc6untiロginacha㎡gingsociety(voLLNα3),Accountantsin
E・lipse.?(V・1』・N・ 11,Ap・ili・M・sc・w-・F・e・hB・eeze?(V・Lm・「llg・2)・St・uct・e・f
E… 叩ri・eM・nag・m…(V・1・V・N・!)・S・・i・B・。k-ke・p・・(V・1・V・.N・・2).9
{5)これまでFこ発行されたSABに は,ソ ビエ トの 「簿記計算」誌で発表された多数の論文のうち
から,たとえぽ,次のような主題についての論文が選定されて紹介されている。
レーニンと会計,財務計画,予算会計,勘定計画,企業内ホズラスチ.ヨー トと経営計算,操業
度と費用の関係およびそれらの指標,間接費分析,原価計画と原価の引下げ,ノルマ会計,原価
と利潤の分析,収益性分析,経営分析,経済刺激基金の形成と分析,会計主任,会計組織,コソ
ピュータと会計の機械化,監査,会計史,会計教育,農業会計,等々。
⑥ たとえば,ソ ビエ トの簿記会計用語『)ごシア語による略語にたいして,次のような英訳がなさ
れ セ い る 。 ・`　 ・《 一'‥`'
,pASUP-Aut6matedsyStemef'enterpriserpanagetnent,'EVM-E16ctronic..〔 双 叩 誕er;
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KVM・-Keyboardaccountingmachine,PVM-Punchedcarda㏄ountingmqchipe,VTs-
CompUtingcentre,ORU-Associationofaccountingworkers,MS§一一Machineaccounting
station,MSB-一一Ma¢hinea㏄ountingburdau,VUZ-Highereducationalestablishment,KRU
-Control・auditadministration(Vo!.亙,No.4,Vol.N,No.4参照)6
{7)ソ ビ エ トの 「簿 記 計 算 」 誌 で はSABに つ い て 次 の よ うに い っ て い る。 「資 本 主 義 諸 国 に お い
てもソビエ トの国の雑誌は広 く読まれている。たとえば,イギリスではバーミンガム大学が雑誌エ　
の内容を英語に翻訳 している特別の通報を発行 している」(兄B.CoKoJioB,ByxrhnTepcKaflrie・
pHo丑HqeckaπneuaTb3aroAblCoBeTcKottBnacTu、ByXrAWTEPCK}f白yqET,N6,12,
1977r,CTP.56.)o・
(3)
さて,SABの 編 集 責 任 者 で あ り,現 在 ま で の と こ ろ イ ギ リス で た だ 一 人 ¢)ソ
ビエ ト会 計 研 究 者 で あ るD・T・Bailey氏 の 研 究 内 容 に つ い て み て み よ う。 氏 は
ロ
・ミー ミ ン ガ ム大 学 の 講 義 で は 資 本 主 義 の 管 理 会 計 を 担 当 し て い る が ,研 究 面 で
は も っ ぱ ら ソ ビエ ト会 計 学 を 究 明 し て い る。 ま た,氏 は し ば し ば ソ ビエ トを 訪
れ,多 数 の ソ ピエbQ会 計 学 者 た ち と 深 交 を も って い る(1}。そ し て,1973年 以
降 ソ ビ エ ト会 計 に つ い て の 次 の よ うな モ ノ グ ラ フ お よ び 論 文 を 発 表 し て い る 。
IMonographs:
1SomeReflectionsonSovietAccounting(DiscussionPaper,SeriesB,
Numbpr29,Universityof.Birmingham,March1973).35pp十9pp.
2SomeComparisonswithSovietAccounting(DiscussionPaper,Ser三es
B,NurTiber30,UniversityofBirmingham,April,1973).42pp十5pp.
9Articles:
1CountingRouble§.BackintheUSSR.ACCOUNTANCYAGE,27
Apri11973,p.13.
2TheChanging .RoleofSovietAccountants.ACCOUNTANTSWE'
EKLY,13July1973,PP.24r25、
3Enterp,riseA㏄ountingintheUSSR..ACCOUNTINGANDBUSI'
・NESS ・RESEARCH ,Winter1973,.pp.43-59.
4AccountingintheSovietUnion.CERTIFIED・ACCQUNTANT,
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』March1974
,pp.99-106.
5AccountingfortheDepreciationofPlantandMachineryinthe
SovietEnterprise.ACCOUNTANTSMAGAZINE,April1974,pp. .
111-116.
6ProductCostStructureintheUSSR.MANAGEMENTACCOUNT-
ING(UK),April1974.ひ
7TheBusinessofAccounting:EastandWest.JOURNALOFMANA・
GEMENTSTUDIES,February1975,pp.28-44.
8TheNationalChartofAccountsintheUSSR.AUSTRALIANト
ACCOUNTANT,June1975,pp.286-290.・
9TheSovietScene.ACCOUNTANT,5August1976,pp.154-156.
10TheAccountingProfessionintheUSSR-AttemptsatOrganisation.
ACCOUNTANCY,March1977,pp.70-73.、
D.T.Bailey氏は ソ ビエ ト会 計 だ け で な く,ポ ー ラ ソ ドや 中 国 に お け る会 計
も研 究 し て お り,次 の 論 文 を 発 表 し て い るb
lAccountingTechniquesinModemCbina.ACCOUNTANTSWEE-
KLY,5April1974,pp.20-21.
2Why'thePolishAccountingSystemi§so'血iqueinEurope.AC・
COUNTANTSWEEKLY,1July1977,pP.20-21.
さ ら に,'D.T.Bailey氏は 学 界 や ゼ ミナ ー ル に お い て ソ ビ エ ト会 計 に つ い て
の 次 の よ うな 報 告 を お こ な っ て い る。
1AccouDtiPgandA㏄ountingWorkersintheSovietUnion.30January
1974,UniversityofShe伍eld.
¶
2SovietAceounting:anAppraisa1.9May1974,KingstonPolytechnic.
3UseofProfitinaPlannedEconomy.14January1975,Instituteof
.CostandManagementAccountants,BerksandSouthBUcksBranch,
4AccountinginRussia.A㏄ountingintheSovietUnion.Staff/
StudehtSeniinar.2December1976,MiddlesexPolYtechnic`
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5SovietIndtistrialAccounting.9March1977,InstituteofCostand
ManagementAccountant,YorkandDistrictBranch.
6SovietAccounting--theFinalAccounts.26January1978,Middlesex
Polytechnic.
7SoVietAccounting:athumbnailSketch.1February1979,Middlesex
Polytechnic.
,こ うし て・1)T・Bailey氏は 上記 の ソ ビエ ト会 計 につ いて の論 文 を1973年
か ら精 力的 に 発 表 し,今 目,イ ギ リス に おけ る ソビエ ト会 計 研 究 者 の権 威 の 第
一人者 とな っ てい る。
氏 の個 々の論 文 内容 の詳 細 な 検討 は,別 稿 で果 した い と考 え て い る が,い
ま,こ れ ら の論 文全 体 を 一 見す るな らば,氏 は 次 の よ うな 研 究 方法 を採 用 し て
い る。 まず,ソ ビエ ト会 計 の実 態 を 紹 介 ・分 析 し,つ い で,そ の分 析 結果 と資
本主義 会 計 とを比 較 ・検 討 し,そ して,こ の検 討 成 果 を とお し て ソ ビエ ト会 計
を評 価す る,と い う研 究 方 法 で あ る。 つ ま り,(1)ソ ビエF会 計 実 態 の分 析,
(2)ソピエ5会 計 と資 本 主 義 会 計 との 比較,{3)ソ ビエ ト会 計 の評 価,と い う
三 つ の軸 を 基礎 に し て ソ ビエ ト会 計 研 究 を す す め て い る。 こ うした研 究 方 法
は,多 数 の 氏 の論 文 の うちひ と きわ 力作 であ る と思わ れ る モ ノ グラ フに明 瞭 に
み られ る。D・T・BaileySEは,まず,ソ ビエ トに おけ る論 者 の社 会 主義 会 計 の
目的に つ い て の見 解 を 分 析 し,つ い で,そ の見 解 を ソビエ ト以 外 の他 の社 会主
義諸国 お よび 資本 主 義 諸 国 に お け る会 計 実 務 と比 較 す る こ とに よ って,ソ ビエ
ト企業会 計 の長 所 と短 所,そ の発 展 と限 界,お よび そ の本 質 を解 明 で き,現 段
階に おけ る ソ ビエ ト会 計 に た い し て一 定 の評価 を な し え る と強調 し てい る{2)。
も っと も,さ き に指 摘 し た よ うに,T.E.Gambling教授の学 究 姿 勢 の影 響
を うけ て,バ ー ミン ガ ム大学 で は,資 本 主 義 諸 国 間,資 本 主義 国 と社 会主 義 国
間,お よび社 会 主 義 諸 国 間 に お け る会 計 の比較 研 究 を とお して会 計 の本質 を探
究す る ことが 重 視 され て い る。 この た め,こ の 比較 研 究 の 分 野 の なか で,D.T.
Bailey民は主 として 社 会主i義諸 国 に おけ る会 計 の研 究 を分 担 し,く わ え て,社
会主義会 計 と資 本 主 義 会 計 との 比較 研 究を すす め て い る とい え る。 し か も,バ
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一 ミン ガ ム大 学 に お け る こ う.した 比較 研 究 の成 果 は,最 近,'社会 主 義 国 で も注
目さ れ て き て お り,1979年1月 には ポ ー ラ ソ ドの会 計 学 者A・Jaruga教 授
くHead。f.theDepartrnent・・fAec・unting,University・fL・dz)が,・客 員教 授 とし
て当大学 を訪れ ている(3)。
イギ リスでの ソビエ ト会計研究は以上の よ うな事情 であるがプなお,イ ギ リ
ス と日本以外 の先進資本主義諸爵 こおいて も,近 年,い まだ少人数 ではあるが
ソビエ ト会計研 究者カミ徐 々にあ らわれて きて お り,ア 定 の研 究成果 をあげてい
る こ・とは注 目しておかねばな らない であ ろ うω。
(1)最 近 で は ・D・T・Bailey氏{t・1976年の4月 か ら5月 に ・ ま た ・1978年 の4月 か ら6月1こ か
け て ソ ビエ トを 訪 れ て い る。
{2}D.T.Balley,SomeComparisonswithSo▽ietAccounting.April1973,p.1.
{3)'Alicje'A.Jaruga教授 に は 次 の よ うな 論 文 カミあ る 。
1ProblemsofUniformAccountiqgPrineiplesinPoland.'THEINTERNATIONAL
JOURNALOFACCOtiNTINGEbuCATIoNANDRESEARCH・V・1・8・N・ …F・11
1972,pp.25-41.
2'Recen'tDevelopmentsinPolishAccquntiqg:.AnIAternationalT,a早sact輌onEmphasis.
THEINTERNATIONALJOURNALQF .ACCOUNTIN(〕EDUCATION∧NDRE・
SEARCH,Vol.10,No.1,Falli974,Pp.1-17,'
3RecentDevelopmentsoftheAuditingProfessloninPoland.THEINTERNATIONAL
JOURNALOFACCOUNTINGEDUCATIONANDRESEARCH,Vo'.12, .No.1,Fall
1976,pp.101-109.
4Acc。unti。ga6dFin。。 ia1R・p。tti。ginP・1・・d.P・Pe・wa・Pre・ent・d・tlw・・k h6P。・・
9・-tiv・E…pf・anAcc・uti・i・g・。rg・i・edbylEur・peanln・・it・t・f・rAd・qn・edS`・dies
SnManagement,inBrussels,Belgium,Jupe8-10,1977...、
ま た,教 授 は ヨ ー ロ ジパ 会 計 学 会(EuropehnAcdountingAssociation)でも活 躍 し て い る。
な 札 当 学 会 は1979年9こは3月26日 か ら28日 に か げ て ケ ル ン大 学 で 開 催 さ れ た が,バ ー ミン
・ガ ム 大 学 か らはN.A.Hassan氏 が,TheEntropyLaw,the'CognitiveBalCnceConditi。n
エ
andtheUtihtyofAccountingInforma;ionなる報告をし'ICいるρ
』《4)D.T.Bailey氏も日本を含む先進資本主義諸国における社会主義会計の研究には強い関心を
もってい る。、いま,氏 から提供 された資本主義のもとでのソビエ ト会計研究論文の資料をしめ
せ ば 次 の よ.うで あ る 。
IBook'sandMonograbhs:(著者 名 の ア ル フ ァベ ッ ト別)
1C。mb6ellR.SIV.;A'、c・li・tiriginSovi・tPla亘・i・g・ndM・n・g・m・n・.…H・r噺・edUP・1963・
315PP・
、"・t':.1':・. .';
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2ForgachM.M.,AccountingintheUSSR.Seidmab紐dSeidman,NewYork,1April
1963,18pP.十3pp」'
3Goldbe定gLG、,CreditingAccordingtoTurnover:AMethod.ofFinancia}Control'in
theSovietFirm.Internat三〇nhl・BusinessSeries,No.5,G白duateSchoolofBusinessAd・
ministration,Uni▽ersityofWashington,19xx・,×xpP.
4'HorwitzB.,A¢countihg!ControlsaロdtheSovietEc皿OmicReformof1966.American・
Account三ngAssociation,illinois,1970,74pp.「,':・
5.K三rchnerP.,ComparisonofAccountingPrin¢iples-Anierica"and.Ru8sian,Publisher
unknown,1964,44PP.
〈6Losk泣ovVJ.;・Co1叩uterCen館esandAutomaticAccountingandControlSystetiisin
theUSSR.DepartmentefC6mm6rde;Washitigt6n.b.C:,・Deeernbelr-1966i130pp.
1Art三cles:(公 表 年 度 別).』
1TheOrgaロisation「ofA㏄o岨tingintheSovietUnion.S.Tatm,ACCOUNTANT,8
MAGAZINE,May1959,pp.377-386.・'　
2A㏄6unting'intheUSSR-T㏄hni《ltiesofSovietA㏄counting.R.B.Putdue,'JOURNAL
oFAcCOUNTANCY,July1959,p.47-
3Acoo迦tingPtoblems.oftheRtissian・Aocotiritani.E.J.de]随aris;JOURNALOFAC・
COUNTANCY,July1959,p.5Z
4SovietAecouhtant.R.Robe}t;COST.ACCOUNTANT,Februa吋1960:pp.44-45.
5Aco。untingiTitheuSSR・R・工cisrieros;FORDHAMBALANcEsHEET,:May1960,
pP.1字一19.・
6Acco岨ting'MechanisationintheUSSR(NとWs血ote8).PlKirehnerandG.Ginsburgs,
JOURNALOFACCOUNTANCY,August1960,p20,22,24a血d.25.
7BackgroundforSovie†Fin鋤cialAccountingat.theFirmLevel.E.J.deMaris,AUS・
TRALIANACCOUNTANT,June1961,pp、299-308.
8Acco岨tingintheUSSR.R.E.Drictriova,CANDIANCHAR↑EREDACCOUNTANT,
February.1963,p.124-127.,
9Accou就 桓gi血theUSSR二R.E.Dtictriova,ACCOUNTAN↑,27Apri11963,p.539..
10DeprecidtiontindC6st'StabilityinSo∨ietAcceuntinglB.・Horwitz,ACCOUNTING
REVIEW;October1963,PP.8igL826.馳
11AccountingintheSovietUnion.R.W.Hirschman,FINANCIALEXECUTIVE,De'
cember1964,pp.35-38.
12Budgetinginthe・S6vietUnion.M.E.Mote,FEDERALACCOUNTANT,Winter
1965,:pp.150-161..・.「 、.'..
13SovietEconomicDevelopments'andAccount三ng.R.H.MillsandA.L.Brevvn,JOUR・
NAL《)FACCOUNTANCY,June1966,PP.40-46.(ThisarticlemaybefoundinG・G.
MuellerandC.H.Smith,:'Accounting-r-ABookofReadings,Holt,RinehattandWinston,
N㎝Y・ ・k・1979・PP・胴2'・a・d・11i・i・K・B・B・・g・G・GビM・ ・1】・・a・d・LM・ .W・lk…
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Readi・g・i・1・t・臓 i。・・1Acc…ti・g・H・・ght。・・M蹄 ・・B・・t。叫1969・PP・113-123・)
14SpotlightonPro舳intheUSSR.R.H.MiI18andA.L.Brown,PRICEWATERHOUSE
REVIEW,Summer1966,pp.18-25.
15SovietAudi撤ha80nePotentialClientonly,theState.M.SN三co180n,JOURNALOF
ACCOUNTANCY,Apr三11967,pp.26-27.
16Acco岨tingand、theNewSovietRefom.B.Horwitz,MANAGEMENTACCOUNTING
(U.S.A.),July1967,pp.43-44.
17Pm丘tResponsibility三nSovietEnterp£ises.B.N.Ho'witz,JOURNALOFBUSINESS,
UniversityofChicago,January1968,pp.47-55.
18S。m・Di曲 ・ti・・A・Pe・t・fA・。。頑 ・9i・th・USS良・N・(;・Ch・m・ h・k…dN・M・
Bedford,THEINTERNATIONALJOURNALOFACCOUNTINGEDUCArrIONAND
RESEARCH,Fa111968,pp.29--40.
19Accou頑 ロgandEpt)nomic.ReformintheSovietUnion.G.MScott,ABACUS,Septem.
`
ber1969,pp.55-63.
20AccountiロgControlsandtheSovietEconomicReform.B.N.Horwitz,CALIFORMA
MANAGEMENTREVIEW,Fall1970,pp.75-83.
21Accou亘tinginRussia.R.D.Hoe=ich,WO虹D,Peat,Marwick,Mitche11&Co.,Fa11
1970,pp.32-35.
22EntCrpr三sePro丘tandProfitabilityMeasurement.(}.Gorelik,THE.INTERNATIONAL
JOURNALOFACCOUNTINGEDUCATIONANDRESEARCH,Spring1971,PP.1-14.
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お わ り に
最後 に,イ ギ リスと 日本 におけ る ソビエ ト会計研究事情を簡 単に比較 してお
きたい。
日'本での ソビエ ト会計研究 は,た とえば,武 田孟教授がす でに1949年に 「ソ
連邦 に於け る商業経理 の課題」 なる論文 を本誌(第34巻復刊第1巻第1号)に発表
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している ことか らもわ か る よ うに,第2次 世界大戦直後に着 手された。そ し
て,周 知の ように現在 では,少 人数 とはいえ若干名の ソビエ ト会計研究者 に よ
ってソビエ ト会 計の研究がすす め られてい る。 した が って,日 本における ソビ
エ ト会計研究は イギ リスよ りも早 い時期 に開始 され,ま た,研 究者 の数 もイギ
リスよりも若干多 い といえる。 くわ えて,研 究領域 については,ソ ビエ ト会計
制度の研究は もちろんのこと,ソ ビエ ト会計 の各分野 の研究 も,日 本ではす で
になされつつある。 しか も研 究方法 については,現 存 の ソビエ ト会計のあ り方
を 自主的な立場 か ら究明し,日 本におけ る当面の社会経済 の民主的改編課題 を
念頭におきつつ ソビエ ト会計 の諸問題を研 究し よ うとしている。 したがって,
日本におけ るソビエ ト会計 の研究領域は イギ リスよ りも広範囲 でかつ深い研究
をしてお り,ま た,研 究方法 もイギ リスではみ られ ない科学的社会 主義 の見地
をとっている といえ る。
だが同時 に,イ ギ リスよ りも反共反 ソ思想 が根強 い独特 の社会政治的状況,
資本主義企業 では役に立た ない ソビエ ト会計研究を回避す る会計学界 の保守的
姿勢,他 の外国語 と比較 して ロシ ア語教育 の未発達な どが,日 本におけ るソビ
エ ト会計研究の一層の前進を困難 な ものにしてい る。しか るに,こ うした困難
が比較的す くない イギ リスにおいて,現 実 の歴史 的事実を無視せずに現存す る
ソビエ ト企業で採用 されてい る会計を,近 年,系 統的かつ組織的に究明し,一
定の研究業績 をあげてきてい ることにたいして,目 本 の会計論者は今後注 目し
ておかねばならないであろ う。
バ ー ミン ガ ム大学 で は,部 長 を は じめ会 計 部 門 の 全 ス タ ッ フ,Maureen
Leveson秘書,JanetteBiddle秘書,お よび バ イ コフ図 書館 のBrine館員 の
皆様 方か ら御 親 切 な御 世 話 を うけ た。 ここに 記 し て感 謝 の意 を表 した い 。
